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（
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
百
九
十
五
条

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
三
十
日
」
を
「
三
月
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
三
項
又
は
第
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
土
砂
等
を
運
搬
す
る
大
型
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
九
十
六
条

土
砂
等
を
運
搬
す
る
大
型
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四

十
二
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
条

削
除

（
都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
九
十
七
条

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
こ
れ
に
係
る
不
作
為
（
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
不
作
為
を
い
う
。）」
を
「
そ
の
不
作
為
」
に
、「
不
服
が
あ
る
者
」
を
「
つ
い
て
の
審
査
請
求
」

に
、「
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加

え
る
。こ

の
場
合
に
お
い
て
、
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
開
発
審
査
会
に
代
え
て
、
当
該
不
作
為
に
係
る
都

道
府
県
知
事
に
対
し
て
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
五
十
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
項
前
段
」
に
、「
を
受
理
し
た
場
合
」
を
「
が
さ
れ
た
場
合
」
に
、「
審
査
請

求
を
受
理
し
た
日
」
を
「
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）

第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た

日
）」に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
行
な
う
場
合
に
お
い
て
は
」
を
「
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第

二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
」
に
、「
処
分
庁
」
を
「
処
分
を
し
た
行
政
庁
」

に
、「
行
な
わ
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、

前
項
の
口
頭
審
理
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
三
十
一
条
第
二

項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
八
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、「
処
分
庁
」
を
「
処
分
を
し
た
行
政
庁
」
に
改
め
、「
審
査
請
求
」の
下
に「
又

は
再
調
査
の
請
求
」
を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条

削
除

第
七
十
八
条
第
一
項
及
び
第
七
項
中
「
第
五
十
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
前
段
」
に
改
め
る
。

（
都
市
再
開
発
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
九
十
八
条

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十

八
号
）
第
二
章
第
三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四

十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」

と
あ
る
の
は
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
三
条
第
二
項
中
「
及
び
同
条
第
三
項
」
を
「
か
ら
同
条
第
四
項
ま
で
の
規
定
」
に
、「
同
項
中
」
を
「
同
条

第
三
項
中
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
第
三
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
並
び
に
」
を
「
第
十
六
条
及
び
」
に

改
め
る
。

第
百
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
三
項
」
の
下
に
「
並
び
に
第
百
二
十
八
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
七
条
中
「
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て

は
、
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
八
条
第
一
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
又
は
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及

び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
組
合
若
し
く
は
再
開
発
会
社
又
は
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
百
九
十
九
条

タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
の
二
中
「
し
た
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
登
録
実
施
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
百
条

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
二
十
二
中
「
し
た
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
海
上
保
安
庁
長
官
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二

十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
登
録
確
認
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

第
十
九
条
の
二
十
中
「
し
た
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し

て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級

行
政
庁
と
み
な
す
。

第
十
九
条
の
四
十
七
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
法
定
検
査
又
は
前
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
の
二
十
九
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
海
上
防
災
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
新
都
市
基
盤
整
備
法
の
一
部
改
正
）

第
三
百
一
条

新
都
市
基
盤
整
備
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
四
条
第
一
項
中
「
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服

申
立
て
」
を
「
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
章
第
三
節
」を「
前

章
第
三
節
」
に
改
め
、「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
る
。

（
都
市
緑
地
法
の
一
部
改
正
）

第
三
百
二
条

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
」を「
審

査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法

律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
二
条
」
に
、「
処
分
庁
」
を
「
処
分
を
し
た
行
政
庁
」
に
改
め
、「
審
査
請
求
」
の
下
に
「
又

は
再
調
査
の
請
求
」
を
加
え
る
。
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